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設置のしかた

● 調節後、固定ねじは確実にしめ付けてください。【しめ付け不足は振動の原因】

① 固定ねじを
ゆるめる

脚が高くなる 脚が低くなる

② 調節脚の高さを調節する

③ 固定ねじを
しめ付ける

調節脚(右前1カ所)を調節する

● がたつく場合は再度調節脚で調節し、水準器で確認してください。
上部の対角を押さえながら揺り動かし、がたつかないことを確認する

付属の水準器を置いて水平を確認する

水平に設置する がたつきをなくし、水平に設置する。
【がたつきや傾きは大きな振動や運転途中停止の原因】

調節脚だけで調節できない場合は、
固定脚を脚スペーサー(別売品)で
調節してください。

・重ねる場合は、3mmを下に。(逆にする
とすき間ができ、変形や破損の原因）

脚スペーサー

固定脚 接着テープで
貼り付ける

6mm
3mm

がたつき
なし！

調節脚
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給水ホース
(付属の新品)

スライダー

カチッ

本体側に給水ホースを接続する
袋ナットと給水ホース接続口を
傾きがないように水平に合わせる。
給水ホースが動かないように片手で
押さえて、袋ナットを強く締め付ける。

2

1

袋ナット

給水ホース接続口

給水ホース

給水ホースを取り付ける
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本体側 水栓側● 給水ホース接続部の傾き・ぐらつき・ゆるみ
　がないか確かめる。【水漏れの原因】

● ホースを引っ張り、傾き・ぐらつき・
　ゆるみなどがなく取り付けられている
　ことを確かめる。
● 水栓を開け、水漏れしないか確認する。
　水漏れしたときは、給水ホースをいったん
　はずして、取り付け直してください。
　(はずしかたは　　　　  )

袋ナットのゆるみ
やホースの根元の
ぐらつきがないこ
とを確認。

袋ナットが
傾いてない
ことを確認。

取り付け具合を確認・点検する

給水ホースは、付属の新品を使う。
【古いものを使うと、水漏れの原因】

水栓側に給水ホースを接続する

ロックレバーが、
水栓側のツバに確実に
掛かっていることを
確認してください。

ツバ

ロックレバー

スライダーを引き下げながら(①)
水栓側にまっすぐ、｢カチッ｣と
ロックレバーが掛かるまで
ゆっくり差し込む(②)

接続後は
水栓先端に傷や汚れなど
がないことを確認する
・汚れが取れなかったり
　傷やさびがある場合は
　水栓を取り替えて
　ください。

水を含ませたやわらかい
布で先端を軽くぬらす
・ホース内のパッキン(黒)のすべりを
　よくして、ねじれを防ぎます。

接続前に

横水栓　　　　　の場合は
接続前に、付属の水栓つぎてを取り付けてください。(下記参照)
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傷、汚れなど
【水漏れの原因】

ねじを水栓の径まで
ゆるめて、
中央に押し当てる。

① ねじ(4本)をゆるめて水栓に当てる。

壁側のねじ
約4mm
(ねじ山)

ラベル 締め付けボディ

1～2mm(ねじ山)

② まっすぐに押し当て
 　ながら、ねじを均等に
　 しっかり締め付ける。

③ ラベルをはがし、ねじ山が1～2mm程度に
 　なるまで、締め付けボディを強く締める。
  【締め付け不足は水漏れの原因】

● 壁側のねじをあらかじめ調整して
　おくと取り付けやすくなります。
● 水栓の径が大きい(16mm以上)
　ときは、つぎてリングを
　はずします。

つぎてリング

ドライバー

・水栓つぎては、傾きやゆるみなく、水栓の中央にしっかり固定してください。
・付け直すときは、ねじ山が4mm程度見える状態までいったんゆるめてください。

【横水栓の場合】 水栓つぎて(付属)の取り付けかた

1

2

3

・給水ホースを回して追い締めをしない。
【過度な締め付けによる水漏れの原因】

・すでに付いている場合も、必ず付属の新品を取り付けて
　ください。

傾き

①

②

注 意
給水ホースの接続を定期的に確認する
【長期ご使用による接続部のゆるみなどで
 水漏れして思わぬ被害を招く原因】

電気工事士によるD種接地工事が必要です。お買いあげ
の販売店、または最寄りの電気工事店にご依頼ください。
(工事の費用は販売店にご相談ください）

● アース端子がある場合 ● アース端子がない場合

ガス管などに
つながない！

アース端子
アース線

確実に接続

ガス管や水道管、電話や避雷針のアース線には絶対に接続しないでください。(法令で禁止されています）

電源とアースを確認する 警 告 アースを確実に取り付ける
【故障や漏電のとき、感電の原因】アース線接続

● 電源は本機1台につき交流100V、定格15A以上で使用してください。
● アース工事(D種接地工事)をしたコンセントを使用し、本機のアースを確実に取り付けてください。

また、漏電遮断器の取り付けもおすすめします。
● アース線を接続するときは、電源プラグをコンセントから抜いた状態で接続してください。

気泡に基準点が入れば水平
このあたりの
平らな場所に置く水準器

基準点

気泡
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